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研究成果の概要：20世紀初頭にロシア極東地方から旧満州に亡命したロシア正教・古儀式派教
徒の信仰と生活、彼らの日本人との接触・交流について調査するために、ロシア・ハバロフス

ク地方のベリョーゾヴィ、タヴリンカ村、旧満州の農村等を訪問し、情報を収集した。その結

果、古儀式派教徒の移住経路、移住と亡命の理由、移住地における日本人や中国人との交流の

様子、移住先での生活と信仰について、これまで不明であった点を明らかにすることができた。

また第二次世界大戦後にソ連邦へ帰還した古儀式派教徒の今日の姿を、20世紀前半に日本人研
究者によって記録された同教徒の旧満州での生活と比較することによって、彼らの信仰と生活

における変化と伝統について知ることができた。 
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１． 研究開始当初の背景 
 旧満州・横道河子付近にあったロシア人古
儀式派教徒の村、ロマノフカは、1930～1940
年代には日本人によく知られた存在だった。
しかし第二次世界大戦後のロマノフカ村の
様子、およびソ連に帰還した古儀式派教徒の
動向には、不明点が多かった。戦前のロマノ
フカ村の様子や、アメリカに移住した古儀式
派教徒の現状については多くの文献が存在
したので、代表者らはそれらを収集・分析し

つつ、同時にロシア極東のベリョーゾヴィ・
タヴリンカ村、および中国東北地方（ハルビ
ン、旧ロマノフカ村周辺農村）、内蒙古自治
区呼倫貝爾市（旧三河地方）での実地調査を
計画した。 
 
 
２．研究の目的 
 研究史上の空白を埋めることが第一の目
的となった。すなわち戦後のロマノフカ村周
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辺の古儀式派教徒の動向を明らかにするこ
と。次にソ連に帰還した古儀式派教徒の足跡
と現状を明らかすること。その成果の上に立
って、彼らの移住経路、移住の理由、古儀式
派教徒の信仰と生活、教義内容、伝統の形成
とその変容、日本人や中国人との接触や交流
について全体像を把握することである。 
 
 
３．研究の方法 
 古儀式派教徒の移住経路と周辺住民との
関係、および戦後の古儀式派教徒の動向を調
査するために、ロシアのハバロフスク地方・
ブリヤート共和国、中国東北地方（遼寧省・
黒竜江省・内蒙古自治区）でフィールドワー
クを実施した。それぞれの調査地では、関係
者への聞き取り調査や参与観察を行うとと
もに、図書館・文書館・村役場で資料収集を
行った。また日本でも、戦前の日本語史料の
収集と分析を進めるとともに、関係者へのイ
ンタビューを行った。 
 
４．研究成果 
（１）今回我々がフィールドワークで得た知
見を、既存の研究や史料とつなぎ合わせるこ
とによって、東北アジアにおける古儀式派
（礼拝堂派）教徒の動向を、より深く、多面
的に把握できるようになった。 
その結果、礼拝堂派の古儀式派教徒が経験

した数世紀にわたる歴史、つまり帝政時代の
ウラル・シベリア地方における礼拝堂派の興
隆と経済的繁栄、ソ連時代に彼らへ加えられ
た弾圧と旧満州（中国東北地方）への逃亡、
第二次世界大戦後のソ連への帰還または第
三国への再移住を、一つの大きな物語として
イメージし、個々の要素間のつながりを理解
することが可能となった。 
 
（２）これまでの調査では、ソ連邦から旧満
州国に移住した古儀式派教徒たちが、どの程
度国家（満州国・日本）の統治体制に組み込
まれていたかが不明であった。しかし我々の
文献調査や聞き取り調査の結果、古儀式派教
徒らが日本の特務機関の支配下に置かれて
いた状況がはっきりとしてきた。 
また、中国におけるいくつかの古儀式派教

徒の村が特定できたのも大きな成果であっ
た。これにより古儀式派教徒の戦前戦後を通
じての相互連絡体制、村同士の関係、移住経
路がより明確に把握できるようになった。 
 
（３）中国における現地調査の結果、第二次
世界大戦後のロマノフカ村周辺の古儀式派
教徒と中国人との間の交流の様子がかなり
明らかとなった。また調査の過程で、第二次
世界大戦前後のロマノフカ村の様子を知る
方々が現在山口県に居住されていることが

判明し、聞き取り調査を行うことができた
（調査継続中）。これによって、中国人、日
本人の目から見た古儀式派教徒の生活や、複
数の古儀式派村の相互関係、戦後のロシア人
村の解体過程が明らかになりつつある。 
ロシア人と日本人、中国人、朝鮮人との接
触と交流については、調査の途についたばか
りである。当事者の間に相互に残された深い
記憶を掘り起こすことは、今後の重要な作業
となるだろう。 
 
（４）第二次世界大戦後に中国からソ連へ帰
還した古儀式派教徒たちは、シベリアやロシ
ア極東に村や集落を築いた。今回、極東にお
けるそのような村々（タヴリンカ村、ベリョ
ーゾヴィ村など）を訪問し、かつて中国に住
んでいた人々から当時の話を聞くことがで
きた。その結果、戦前期の日本人が収集・公
開した情報には欠けていた事実（ソ連邦を脱
出してからロマノフカ村にたどり着くまで
の詳細な経路、古儀式派教徒の戦前戦後を通
じての相互連絡体制、村同士の関係など）を、
新たに補うことができた。 
特に大きな成果は、礼拝堂派古儀式派教徒
が満州時代に開いた宗教会議の決議書を入
手したことである。戦前の日本人研究者は、
古儀式派教徒の宗教生活にあまり大きな注
意を払わなかったのだが、入手した宗教会議
史料を同宗派の別の宗教会議記録と比較す
ることによって、同派の信仰や教理に関する
理解を深めることができ、また彼らが中国で
おかれていた特殊な事情を理解することが
できた。加えて、実際に古儀式派教徒の方々
と交流することで、その心情や思想にじかに
ふれることができたのも大きな収穫であっ
た。 

 
（５）ロシア極東の古儀式派集落では、中国
帰還者たちの現在の住居、食事、服装、学校
教育への態度、結婚範囲、教導者の役割、家
族構成、村落形成、経済活動等についても調
査した。また村の行政府では、古儀式派教徒
の家族構成に関する資料を入手することが
できた。これらのデータを分析することで、
礼拝堂派信徒の現在の家族関係、家族形成の
原理が解明されつつある。つまり、彼らは現
在では核家族化する傾向が顕著であるが、親
と同居する家族も少なくなく、さらに核家族
化してもその住居は親の住居を取り囲むか、
少なくともそのすぐ近くに配置されること
が多いことが明らかとなった。すなわち拡大
された共同体的直系家族形態がこのような
形で維持されていることが判明した。古儀式
派教徒の村落や社会形成の原理も、この家族
形成原理と深い関係を持っているであろう
ことは疑いがない。今後はこの方向での研究
を推進する必要があるであろう。 



 

 

 
（６）ロシアに帰還した古儀式派教徒の生活
を、オーストラリアやアメリカ、カナダに移
住した同宗者の生活や信仰と比較検討する
ことで、ロシア帰還者の特徴が一層明瞭に把
握できるようになった。彼らは農業以外の分
野にも進出し、グループを組んで営業活動に
あたる者も見受けられる。このことは、今後
彼らの中から優れた営業活動者が現れる可
能性があることを示唆している。教育問題や
政治権力との関係、伝統の伝達においても安
定した姿勢を保っており、現在この問題に関
しては彼らの間に大きな緊張感は見られな
い。これは北米やオーストラリアの同宗者に
は見られない傾向である。ただし、伝統文化
になじめない若者の出現という新しい動向
もあり、内部には複雑な事情があることを覗
かせていることが判明した。 
 
（７）本研究では旧満州国ロシア系住民内部
での礼拝堂派古儀式派教徒の位置づけを知
るために、ハルビンの都市住民や別派（ベロ
クリニーツァ派）の古儀式派教徒、古儀式派
教徒以外の農村住民（三河地方およびそのほ
かの村の住民）にも注目した。なかでも、ハ
ルビンや三河地方に居住していたベロクリ
ニーツァ派教徒については、その存在が日本
語文献で指摘されているにもかかわらず史
料自体は少なく、ロシア人の宗教に対する当
時の日本人の関心の低さを裏付ける結果と
なっていた。今回、ブリヤート共和国公文書
館で文献調査を行い、さらに同派司祭の刊行
された自伝を入手できたことにより、ハルビ
ンおよび移住先のオーストラリアでの同派
の状況がある程度判明した。つまり、ハルビ
ンという異郷の地において、同派とロシア正
教主流派とはかつてない友好的関係を保っ
ていたが、ベロクリニーツァ派教徒とロマノ
フカ村の礼拝堂派教徒とはとくに緊密な関
係を持っていなかったこと、また前者内部で
は本国での地域関係や派閥を反映した対立
関係が深刻な問題となっていたことが明ら
かとなった。 
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